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防災を考える
特集

株式会社aba
注目企業を訪ねる

太陽と二酸化炭素から
化学品を生み出す「人工光合成」

脱炭素リューション
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断
層
で
は
１
０
０
０
年
程
度
以
上
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
懸
念
さ
れ
る
大
地
震
と
し
て
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

海
の
プ
レ
ー
ト
の
境
で
起
こ
る
地
震
で
前

回
の
大
地
震
か
ら
約
80
年
経
過
し
て
い
る

こ
と
、
歴
史
的
な
文
書
な
ど
過
去
の
記
録

が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
正
確
に
発
生
間

隔
が
評
価
で
き
て
い
る
と
い
う
背
景
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
人
が
多
く
住
ん
で
い
る

地
域
だ
と
い
う
点
も
注
目
度
を
高
め
て
い

る
で
し
ょ
う
。
反
対
に
、
こ
れ
ら
の
要
素

が
少
な
い
地
域
で
の
地
震
は
注
目
さ
れ
に

く
い
で
す
が
、
北
海
道
東
方
沖
と
長
野
県

松
本
市
付
近
の
牛ご

伏ふ
く

寺じ

断
層
は
発
生
確
率

が
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
場
合
、
最

大
で
Ｍ
９
、
津
波
は
34
ｍ
に
達
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
９
に
な
る
の
は
、
南
海

ト
ラ
フ
は
静
岡
か
ら
宮
崎
県
沖
に
か
け
て

約
３
０
０
km
と
長
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

こ
こ
ま
で
大
き
く
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
が
想
定
外
の

大
地
震
だ
っ
た
た
め
想
定
外
を
な
く
そ
う

と
い
う
風
潮
が
強
ま
り
、
最
悪
の
条
件
で

地
震
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
海

ト
ラ
フ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
時
間
差
で

２
つ
の
大
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
で
す
。
実
際
、
１
８
５
４
年
の
安
政

東
海
地
震
で
は
、
約
32
時
間
後
に
安
政
南

海
地
震
が
発
生
し
、
い
ず
れ
も
Ｍ
８
ク
ラ

ス
で
し
た
。
同
じ
く
Ｍ
８
ク
ラ
ス
で

４
枚
の
プ
レ
ー
ト
の

衝
突
部
に
あ
る
日
本
列
島

　

地
球
の
表
面
は
、
厚
さ
数
km
か
ら

２
０
０
km
の
何
枚
も
の
プ
レ
ー
ト
（
岩
盤
）

で
覆
わ
れ
て
お
り
、「
陸
」
と
「
海
」
の
２
種

類
の
プ
レ
ー
ト
に
分
類
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
よ
り
密
度
が
高
い
海

の
プ
レ
ー
ト
が
、
重
力
に
よ
っ
て
陸
の
プ

レ
ー
ト
に
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と

き
に
プ
レ
ー
ト
同
士
が
固
着
し
て
ひ
ず
み

が
溜
ま
り
、
そ
れ
が
限
界
に
達
す
る
と
、

プ
レ
ー
ト
の
境
が
壊
れ
て
ず
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
プ
レ
ー
ト
の
内
部
に
は
活
断
層
と

呼
ば
れ
る
弱
い
面
が
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
が
地
震
で
あ
り
（
図
１
）
、

ず
れ
る
箇
所
が
断
層
で
す
。
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
Ｍ
）
は
、
ず
れ
た

面
が
広
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

日
本
列
島
付
近
は
、
４
枚
の
プ
レ
ー
ト

が
ぶ
つ
か
る
最
前
線
で
、
海
の
プ
レ
ー
ト

で
あ
る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
は
毎
年
数
cm
と
い
う
速
度
で

日
本
列
島
の
下
に
沈
み
込
ん
で
い
ま
す

（
図
２
）
。
こ
の
た
め
、
日
本
は
世
界
で
も

有
数
の
地
震
多
発
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
被
害
は
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る

　

数
多
く
の
地
震
を
経
験
し
て
き
た
中
で
、

日
本
で
は
地
震
の
予
測
に
役
立
つ
情
報
を

蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、「
全
国
地

震
動
予
測
地
図
」（
図
３
）
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）
以
降
の
最
大

の
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

今
後
30
年
間
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
る
確
率
を
色
分
け
し
た
も
の
で
、

巨
大
地
震
が
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
＊
１

沿
い
の
太
平
洋
側
や
、
首
都
直
下
地
震
が

想
定
さ
れ
る
関
東
な
ど
で
確
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
確
率
が
低
い

か
ら
と
い
っ
て
安
全
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
、
今
年
の
元
日
に
最
大
震

度
７
を
記
録
し
た
能
登
半
島
は
確
率
の
低

い
黄
色
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
確
率
は
、
大
地
震
の
「
発

生
間
隔
」
と
「
最
後
に
起
こ
っ
た
の
が
い

つ
か
」
と
い
う
２
つ
の
情
報
で
評
価
さ
れ

て
お
り
、
発
生
間
隔
の
短
い
箇
所
は
地
震

が
発
生
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
地
震
の
発
生
間
隔
は
、
海
の
プ

レ
ー
ト
の
境
で
１
０
０
～
２
０
０
年
、
活

防災を考える

地
震
と
防
災

特  集

１
９
４
４
年
に
発
生
し
た
昭
和
東
南
海
地

震
で
は
、
２
年
後
の
１
９
４
６
年
に
昭
和

南
海
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。

防
災
で
重
要
な
の
は

住
ま
い
方
を
見
直
す
こ
と

　

地
震
研
究
が
進
む
中
、
物
が
い
つ
壊
れ

る
か
を
予
知
す
る
の
が
難
し
い
の
と
同
じ
で
、

１
週
間
以
内
に
起
こ
る
と
い
っ
た
短
い
期
間

で
の
予
知
は
で
き
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
運
用
が
開
始
さ
れ

た
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
は
、
先

述
の
よ
う
に
大
地
震
が
続
け
て
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
も

の
で
、
地
震
予
知
＊
２
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
今
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
一
極
集

中
を
や
め
る
こ
と
。
例
え
ば
、
２
０
１
８

年
の
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
で
は
、
北
海

道
全
域
で
大
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
大
規
模
停
電
は
、

日
本
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

は
北
海
道
最
大
の
発
電
所
が
停
止
し
た
た

め
で
、
分
散
化
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ
た
可

能
性
が
高
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
も
重
要
な
の
は
「
住
ま
い

方
」
で
す
。
例
え
ば
、
１
９
２
３
年
の
関

東
大
震
災
は
火
災
、
１
９
９
５
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
建
物
の
倒
壊
に
よ

り
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
甚
大
だ
っ
た
の
は
津
波
の
被
害

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
震
に
よ
る
災
害

の
大
き
さ
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
ど
の

よ
う
に
被
害
を
受
け
た
か
、
つ
ま
り
ど
の

よ
う
な
住
ま
い
方
を
し
て
い
た
か
に
左
右

さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
つ
ど
こ
で
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
対
し
て
、
都

市
計
画
や
避
難
場
所
の
確
保
な
ど
、
被
害

を
抑
え
る
住
ま
い
方
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

　

個
人
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、「
エ
リ
ア
」

と
「
住
宅
」
に
注
意
を
払
う
こ
と
で
す
。
ま

ず
、
条
件
の
悪
い
場
所
に
は
住
ま
な
い
こ

と
。
建
物
が
密
集
し
た
地
域
、
海
抜
の
低

い
地
域
や
、
避
難
し
に
く
い
地
形
を
避
け

る
な
ど
、
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が

で
き
て
い
な
い
人
も
多
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、
家
具
な
ど
の
配

置
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
実
践

で
、
津
波
や
住
宅
の
倒
壊
な
ど
命
を
脅
か

す
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
は
ず
で
す
。
地
震

の
備
え
と
い
え
ば
真
っ
先
に
備
蓄
を
考
え
る

人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

備
蓄
品
は
避
難
生
活
の
充
実
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
大
切
な
の
は“
命

を
守
る
”こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
重
要
な

の
は
、
ま
ず
住
ま
い
方
を
考
え
る
こ
と
だ
と

肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関西大学 社会安全学部
教授

林 能
よ し な り

成氏
＊1	 南海トラフ：駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土佐湾を経て日向灘沖までの
	 フィリピン海プレート及びユーラシアプレートが接する海底の溝状の地形を形成する区域

＊2	 地震予知：地震予測の中でも特に確度が高く警報につながるもの。地震予測は「地震の発生時間」「地震の発生場所」「地震の大きさ（マグニチュード）」
の一部またはすべてを地震発生前に推定すること（公益社団法人 日本地震学会「地震予知・予測FAQ」より引用）

陸のプレート
（北米プレート）

陸のプレート
（ユーラシアプレート） 太平洋

プレート
8㎝/年

3～5㎝/年
フィリピン海プレート

南海トラフ

気象庁「地震発生のしくみ」を基に編集室作成

出所：	政府 地震調査研究推進本部
	 「全国地震動予測地図2020年版」

図2. 日本周辺のプレート

図3. 全国地震動予測地図 断層断層

海の
プレート

陸の
プレート

津波の発生

力がくわわる

津波の
発生

力がくわわる
海のプレート

海のプレートはね上がり
陸のプレート

陸のプレート

活断層で発生する地震
海溝型地震

政府 地震調査研究推進本部「地震をみてみよう」を基に一部改変

図1. 地震のメカニズム

2024年8月8日に宮崎県で震度6弱の揺れを観測したM7.1の地震を受け、
「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表された。

これは、南海トラフ巨大地震発生の可能性が相対的に高まっていると評価された場合に気象庁から発表されるもので、
2019年5月の運用開始後、初めてのことで緊張が高まった。

2000年以降に発生した最大震度7の地震は5回を数えており、
さらに昨今では大雨による洪水や土砂災害など、全国で災害が多発している。

このような中、改めて災害への備えについて考え、防災意識を高めていきたい。
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災害体験レポート
災害大国日本に暮らす私たちは、日頃から知識を得ておくことはもちろん、
模擬体験を通じて、“いざ”というときにも正しく冷静な行動をとれるように
準備しておくことも大切です。そこで、防災知識と行動力を高める体験学習
空間である東京消防庁の本所防災館を訪問！実際の体験を通じて感じたこと
や知っておきたい防災のポイントを紹介します。

　大地震が起こると、道路がふさがる・救助要請が多いなどで、公助はすぐにやってきません。そ
こで、共助、自助が大切です。救出救助コーナーでは、地震により倒れた家具の下敷きになった人
の救出・救助を体験しました。まずはテコの原理を活用して家具を持ち上げ、分厚い本などをかま
せて隙間を確保してから救出を行います。救出した人は、担架や椅子に座らせて椅子ごと運ぶなど
で安全な場所に移動。物干し竿2本に毛布などを巻き付けると、簡易担架として利用できます。担架
を運ぶときは、けが人の足を進行方向に向けて、後ろ側の人は具合を見ながら運ぶと良いでしょう。

　地震によって家具などが倒れたり移動したりすると、出
入り口をふさいだり物が散乱して避難を妨げます。そのため、
家具を倒さない、移動させないことが命を守るために重要
な備えとなります。転倒防止器具や扉開放防止器具などを
設置し、キャスター付きの家具は動かないようにロックして
おきましょう。転倒防止器具を設置する際は、天井側に板
をかませるとより効果的です。重い物や割れやすい物は棚
の下部に振り分け、重心を重くして倒れにくくする収納方法
も良いでしょう。また、「家具が倒れてもドアが開く」「ベッ
ドに物が落ちない」など家具の配置を考えることも大切です。地震発生後の部屋を再現転倒防止器具

地
震
に
強
い

部
屋
づ
く
り

　大地震発生時には、火災が同時発生する恐れがあります。火災で命を落とす原因のおよそ47％が焼
死で、34％が一酸化炭素中毒とされていますが、前者でも一酸化炭素中毒により意識を失い、逃げ遅
れることも想定できます。煙は吸うと意識を失う可能性があるだけでなく、視界を奪い、刺激性がある
ので目が開かなくなることも。煙に巻かれずに避難する方法を知れば、命を守ることにつながります。
　煙体験コーナーでは、煙が充満した空間での避難を体験。火災発生時には夜間や停電も想定される
ため、暗闇の中で煙を避けながら屋外に脱出します。

暗闇の中を進む

煙
煙は上に行くので、煙を
吸わないよう姿勢を低く
ハンカチなどで口をふさい
で移動します。また、暗
闇では頭より手を前にして
壁を伝い、誘導灯に沿っ
て避難するのがポイント
です。視界を奪われること
がこんなに怖いとは・・・
想像以上でした。

❸

1/3

❶

❷

救出救助
簡易担架の作り方

寝ている上に倒れてこないように配置倒れて出入り口をふさがないように配置

　元日に石川県で最大震度７の地震が発生した2024年。家屋の倒壊な
ど映像で震災被害を目撃した人は多いでしょう。しかし、大地震の揺れ
の恐ろしさは映像だけは分かりません。実際に体験することは、本気で
地震対策と向き合うきっかけになるはずです。
　地震体験コーナーは、1923年の関東大震災、1995年の阪神・淡路大震
災、2004年の新潟県中越地震、2011年の東日本大震災など、実際に日本
で起こった震度７クラスの揺れを再現しています。ブースの壁面には屋
外や住宅の中を想定した映像を映し出し、大地震をリアルに体験できます。

激しい揺れに耐えるためには、
床に伏せる「ダンゴムシのポー
ズ」！座った状態からスタートし
ましたが、揺れが始まるとポー
ズをとるのもままならないほど。
行動が数秒遅れた相方は体ご
と吹っ飛びました（汗）。これが
リアルだったらと考えるだけで
本当に恐ろしい・・・

地震

住友林業株式会社
建材マンスリー編集長

遠藤 真理子
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　日本では、台風や大雨などによって洪水や土砂災害などが発生し、
多くの被害が出ています。2019年6月より、避難等に関する情報は「警
戒レベル」を用いて発信されています。警戒レベルは1～5で、警戒レ
ベル5は災害が発生もしくは切迫しており、「直ちに命を守る行動をす
べき」状況ですが、安全な避難が難しくなっています。そのため、警
戒レベル4が発令されたら安全な場所に避難するようにしましょう。
近年、ゲリラ豪雨も頻発しているため、避難に対する心構えが重要です。
　暴風雨体験コーナーでは、1時間に50ｍｍというバケツをひっくり
返したように降る雨や、何かにつかまらないと立っていられない・飛
来物によって負傷する恐れがある風速30ｍの風を体験できます。

　アスファルトに覆われた都市部では降った雨が土に染み込まず、
処理能力以上の雨が降ると一気に地上にあふれ出します。例えば、
東京都の下水処理能力は1時間に50ｍｍ以下です。処理できなく
なった雨水はアンダーパスや地下街などに流れ込み、内水氾濫と
呼ばれる現象を引き起こす場合も。万が一そのような場所にいたら、
水圧でドアが開かなくなり閉じ込められてしまう危険があるので、
早く避難することが大切です。集中豪雨のときはそういった危険
な場所に近づかない、また日頃から側溝を物でふさがない・定期
的に掃除しておくことも必要でしょう。
　都市型水害体験コーナーでは、地下空間が浸水した場合、その
水位（10ｃｍ・20ｃｍ・30ｃｍ）によりどのくらいドア（建物・車）
が開けにくくなるのかを体験できます。

暴風雨

警戒レベル4相当の暴風
雨。顔を下に向けて耐え
るのが精一杯で、顔を上
げることはできませんでした。
この状況下で、傘をさした
り子どもの手を引いたりす
るのはとても無理です・・・
移動が困難になる前に早
めに避難することが大切
だと痛感しました。

都市型
水害

扉は、テコの原理を利用し支点から
遠いところを押すのがポイントです。
私が開けられたのは水位20ｃｍま
で…３０ｃｍは男性でやっとのこと。
頑張りすぎてアキレス腱を切る人も
いるとか。車の中から脱出する場
合は、足で踏ん張れないのでもっ
と大変です。開かない時は窓ガラ
スを割って逃げられるよう専用工具
を備えておくと安心ですね。

■ 取材協力  
　 東京消防庁　都民防災教育センター　本所防災館（東京都墨田区横川4-6-6）

車からの脱出

建物からの脱出

車の窓ガラスを割る専用工具
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「光触媒」を用いた技術で世界のトップを独走
  「私たちが研究している人工光合成とは、植物の光合成の仕
組みを模して、二酸化炭素と水を原材料に太陽エネルギーを
活用して化学品を合成する最新技術です。そのカギを握るの
は、日本が世界的に強みを持つ『触媒技術』です」。こう話す
のは、NEDO（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技
術総合開発機構）と共に研究を進めるARPChemの研究
知財部長である西見大成氏だ。
  「まず、①光に反応して特定の化学反応を促す『光触媒』
を用い、太陽光により水を水素と酸素に分解します（水素
製造）。次に、②水素と酸素の大きさを利用した『分離膜』
により、水素のみを安全に分離して取り出します。最後に、
③取り出した水素と工場などから排出された二酸化炭素に
よる化学合成を促す『合成触媒』を用い、化学品であるオ
レフィン＊1をつくり出しています。石油由来の現行プロセ
スでオレフィン1kgを製造するには、6kgの二酸化炭素を
排出しますが、逆に人工光合成では二酸化炭素を活用する
ため排出量がマイナスとなり、脱炭素への貢献につながり
ます」
　光触媒を用いた水素製造には「半導体光触媒」と「光触媒
シート」の2種類があるが、前者はデバイスが高価でありコス
トメリットが少ない。一方後者は低コスト化に適しているため、
NEDOと ARPChemでは光触媒シートの開発を進めてきた。
2022年にEUで開催された人工光合成の国際的なコンペティ
ションでは、光触媒シートを活用した日本チームが断トツの
技術力で優勝しており、世界でもトップを走っている。

住宅の屋根の上で水素をつくり、家庭で活用する未来
　実は、人工光合成は今に始まった研究ではない。1973年
に起きた第一次オイルショックを受け、
石油資源の大半を輸入に頼っていた日
本における代替燃料の必要性を感じた
研究者たちの地道な研究の成果が結晶
したものだ。
  「オイルショック以降も、化石燃料

が潤沢だという風潮の中で見向きもされない時代がありま
したが、原発停止が相次いだ2011年の東日本大震災以降
は再注目され、経済産業省の未来開拓研究の一環として事
業が加速しました。2015年のパリ協定の遥か昔から研究
を進めてきた日本が、世界をけん引しています」
　人工光合成が社会実装されるための肝となるのが、光触
媒の太陽エネルギー変換効率＊2の向上だが、現時点の技術
では0.8％と低くとどまっている。植物による光合成では
0.3％、水素製造の競合である太陽電池を用いた水の電気分
解では10％程度であるため、人工光合成では5～10％にす
るという目標を持つ。
  「変換効率を高めるための方法は大きく分けて二つありま
す。一つは、これまでの光触媒では紫外線（太陽光の全エ
ネルギーのうち数％）しか吸収できなかったところを、可視
光線まで吸収してより多くの太陽エネルギーを利用できる
ようにすること。そしてもう一つは、吸収した太陽エネルギー
を効率よく水素に変換可能な光触媒を開発することです」
　人工光合成はまだ社会実装されていないが、その過程の
技術である光触媒技術の確立でコスト競争力のある水素を
つくり出せるようになれば、他の用途にも活用できる。競
合である水の電気分解は、現時点で研究開発が先行してお
り技術的完成度が高い一方、コスト削減余地という点では
光触媒が有利であると西見氏は言う。
  「産学官共同のオールジャパン体制で光触媒の研究を進め、
世界中に普及させていきたいですね。まだ社会実装とまで
はいかないものの、家庭でも水素をつくれるようになれば、
現在の太陽光パネルのような形で屋根上に光触媒を設置し、
家庭で水素エネルギーを活用できるようになるかもしれま
せん。そのためには、住宅業界との連携も必要になってく
るでしょう」

小学校の理科の授業で習う光合成。植物が
太陽エネルギーを用いて二酸化炭素と水か
ら炭水化物を合成し、酸素を放出する働き
のことだ。この植物のみが有してきた光合
成を人間の手で実施し、二酸化炭素の排出
量を削減するとともに化石燃料への依存度
を引き下げて脱炭素を加速させるという「人
工光合成」の研究が進んでいる。

Kenzai Monthly May 20217

太陽と二酸化炭素から化学品を生み出す「人工光合成」

人工光合成化学プロセス技術
研究組合（ARPChem）
研究知財部長 工学博士

西見 大成 氏

脱炭素リューションリューション

●●

脱炭素
6

●人工光合成の仕組み
太陽エネルギー プラスチックなどの原料

発電所、
工場

H2O
H2
＋
O2

H2
＋
CO

H2

CO2

①光触媒 ②分離膜 ③合成触媒

人工光合成

C2～ C4
オレフィン

C2 or C3 or C4
目的別オレフィン製造

改質
（既存技術）H2 O2

H2

＊1 オレフィン：主にプラスチックなどの原料となる化学品
＊2 太陽エネルギー変換効率：太陽エネルギーを100としたときにどれだけ効率よく変換できるかという指標
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創　　業 	●	2011年
資 本 金 	●	5,842万円
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事業内容 	●	医療・介護・福祉分野

を対象としたロボティ
クス技術の研究開発
及びサービス提供

交
換
の
際
に
な
く
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
同
社
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
、

ベ
ッ
ド
に
敷
く
シ
ー
ト
型
。
そ
し
て
排
泄
の
有
無

を
に
お
い
で
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
だ
っ
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
商
品
開
発
で

誰
も
が
介
護
し
た
く
な
る
社
会
を
目
指
す

︱
︱ 「
シ
ー
ト
型
×
に
お
い
セ
ン
サ
ー
×
尿
便
判

定
」と
い
う
業
界
初
の
商
品
開
発
を
目
指
し
た
同

社
。
ま
ず
は
様
々
な
に
お
い
を
正
確
に
検
知
す

る
た
め
、
実
際
の
排
泄
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

  「
技
術
面
よ
り
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
の
が
、

排
泄
デ
ー
タ
収
集
と
、
試
作
機
の
テ
ス
ト
を
さ
せ

て
も
ら
え
る
場
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
排
泄
ケ
ア
を
外
部
に
見
せ
る
こ
と
、
そ
し
て

試
作
機
を
使
う
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
す
施
設
が
多

く
、
協
力
先
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
諦
め
ず
に

協
力
施
設
を
探
し
、
収
集
し
た
排
泄
デ
ー
タ
を
Ａ

Ｉ
に
学
習
さ
せ
て
、
よ
う
や
く
２
０
１
９
年
に
製

品
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
」

︱
︱ 

２
０
２
３
年
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
や
検

知
精
度
を
向
上
さ
せ
た「
Ｈ
ｅ
ｌｐ
ｐ
ａ
ｄ
２
」

を
発
売
。
あ
る
導
入
施
設
で
は
尿
・
便
漏
れ
が
な

く
な
り
、
お
む
つ
交
換
時
の〝
空
振
り
〟も
約
10

分
の
１
に
激
減
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
夜
間
に

不
要
な
お
む
つ
交
換
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
要
介

護
者
の
眠
り
が
深
く
な
り
、
昼
間
に
起
き
て
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。
施
設
側

で
は
蓄
積
さ
れ
た
排
泄
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
適
切

な
お
む
つ
交
換
の
計
画
な
ど
次
の
ケ
ア
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
介
護
環

境
が
良
い
施
設
と
評
価
さ
れ
新
た
な
介
護
職
員
の

採
用
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

  「
現
在
も
介
護
施
設
に
足
を
運
び
現
場
の
声
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
そ
し
て
社
員
も

家
族
の
介
護
経
験
者
が
多
く
、
介
護
現
場
の
つ
ぶ

や
き
を
拾
う
受
信
力
の
高
さ
が
当
社
の
強
み
だ
と

思
い
ま
す
。
ど
ん
な
声
も
商
品
開
発
に
生
か
し
、

さ
ら
に
導
入
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
導
入
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
今
後
も

重
視
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

︱
︱ 

排
泄
デ
ー
タ
が
増
え
る
ほ
ど
検
知
精
度
は

向
上
し
、
よ
り
良
い
排
泄
ケ
ア
に
つ
な
が
る
。
導

入
台
数
を
増
や
す
べ
く
海
外
進
出
も
進
行
中
だ
。

  「『
誰
も
が
介
護
し
た
く
な
る
社
会
』
を
実
現
す

る
た
め
、
蓄
積
し
て
き
た
16
万
件
を
超
え
る
排
泄

デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
在
宅
介

護
領
域
や
車
椅
子
使
用
へ
の
拡
大
、
さ
ら
に
食
料

品
や
医
薬
品
業
界
な
ど
異
業
種
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解
決
に
幅
広
く
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

グ
が
合
わ
な
い
こ
と
で
尿
・
便
漏
れ
や
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
、
尿
路
感
染
症
な
ど
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
お
む
つ
を
開
け
て
も
尿
も
便
も

し
て
い
な
い〝
空
振
り
〟も
あ
り
、
要
介
護
者
・

介
護
者
共
に
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
Ｈ
ｅ
ｌ

ｐ
ｐ
ａ
ｄ
』を
活
用
す
れ
ば
排
泄
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
可
視
化
で
き
、
適
切
な
お
む
つ
交
換
が
可
能
と

な
る
た
め
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」

︱
︱ 

同
社
の
起
業
は
代
表
の
宇
井
氏
が
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
を
学
ん
で
い
た
大
学
在
学
中
の
２
０
１
１
年
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
た
め
に
訪
れ
た
実
習
先
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、
高
齢
者
の
壮
絶
な
排

泄
ケ
ア
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が「
Ｈ

ｅ
ｌｐ
ｐ
ａ
ｄ
」開
発
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

  「
介
護
者
が
本
当
に
取
り
組
み
た
い
ケ
ア
に
向
き

合
え
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
強
く
思
い
、
ど
ん
な

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
役
立
つ
か
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
聞
い
た『
お
む
つ
を
開

け
ず
に
中
が
見
た
い
』『
尿
か
便
か
知
り
た
い
』と

い
う
職
員
の
言
葉
が『
Ｈ
ｅ
ｌｐ
ｐ
ａ
ｄ
』の
コ
ン

セ
プ
ト
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
従
来
か
ら
排
泄
を

感
知
す
る
商
品
は
あ
り
ま
し
た
が
、
尿
便
の
区
別

は
で
き
ず
、
お
む
つ
や
体
に
貼
り
付
け
る
な
ど
し

て
水
分
を
検
知
す
る
機
器
が
ほ
と
ん
ど
。
要
介
護

者
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
る
た
め
体
に
機
器
を
付

け
た
く
な
い
と
い
う
現
場
の
声
が
多
か
っ
た
ん
で
す
」

︱
︱ 

ま
た
貼
り
付
け
る
機
器
の
場
合
、
お
む
つ

「
お
む
つ
を
開
け
ず
に
中
が
見
た
い
」

排
泄
ケ
ア
の
大
き
な
課
題
に
挑
む

︱
︱ 

介
護
の
現
場
に
お
い
て
排
泄
ケ
ア
は
非
常

に
大
き
な
課
題
。
要
介
護
者
に
と
っ
て
は
精
神
的

ス
ト
レ
ス
や
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
原
因
に
な
り
、

介
護
者
に
と
っ
て
は
業
務
負
荷
の
大
き
な
ケ
ア
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
超
高
齢
化
が
進
む
日
本

で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
株
式
会
社
ａ
ｂ
ａ
で
は
、
介
護
施
設

向
け
に
ベ
ッ
ド
に
敷
く
シ
ー
ト
型
の
排
泄
セ
ン

サ
ー「
Ｈ
ｅ
ｌｐ
ｐ
ａ
ｄ（
ヘ
ル
プ
パ
ッ
ド
）」を

開
発
。
介
護
テ
ッ
ク
の
力
で
排
泄
ケ
ア
に
革
命
を

起
こ
し
て
い
る
。

  「『
Ｈ
ｅ
ｌｐ
ｐ
ａ
ｄ
』は
シ
ー
ト
型
の
セ
ン
サ
ー

で
、
尿
と
便
を
に
お
い
で
検
知
し
て
介
護
職
員
の

ス
マ
ホ
な
ど
に
通
知
す
る
業
界
初
の
製
品
で
す
。

介
護
施
設
の
お
む
つ
交
換
は
１
日
に
時
間
を
決
め

て
数
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
交
換
の
タ
イ
ミ
ン

株
式
会
社ａ
ｂａ

排泄パターンを可視化し適正な
タイミングでのおむつ交換を実現

においを検知して知らせる
シート型の排泄センサーの開発

現場の声を生かした商品開発で
介護者・要介護者双方の負担を軽減

ここが注目ポイント

排泄状況の見える化で
快適な介護を実現
現場に寄り添う介護テックカンパニー

代表取締役 CEO

宇井 吉美 氏

「Helppad2」は3つのにおいセンサーで尿と便を検知し、
先端の通信モジュールでデータを収集する。マットは
柔らかなウレタン素材で体への負担も少ない

「Helppad ２」の設置はシーツの上に敷いて電源を入れる
だけ。使用後のメンテナンスは、カバーを外して洗濯し、
センサーと本体を次亜塩素酸で拭く

排泄状況・対応記録が一覧で確認できる。赤色はおむつ交換必要、黄色は少量の尿のみなどで
まだ交換不要と、要介護者・介護者双方にとってベストなおむつ交換ができるように工夫され
ている

通信
モジュール

3つの
においセンサー



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3269
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　 住 友 林 業 は 建 材 流 通 事 業 者 向 け ソ フ ト ウ エ ア
「JUCORE（ジュコア）見積」にプレカット部材対応な
ど新機能を追加した。これにより柱・梁・羽柄材などの
品目、各部材の仕様、樹種の違いなどを踏まえて、プレ
カット部材の見積もりを効率的に作成できるようになっ
た。この機能の追加で住設や建材・木材など複数の商材
を扱う企業にも、商材にとらわれず利用してもらうこと
を目指す。
■ 「JUCORE 見積」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　2023年から開始している建材流通事業者の見積業務
の効率化を実現する業界特化型のクラウドサービスで、
物件情報、見積内容、受注見込、予算実績管理などのデー
タを一元管理できる。住宅資材を取り扱う建材流通事業
者は、積算、見積、資材発注、工程管理、現場への資材
配送など、重要な役割を担っている。特に見積作業は煩
雑な上にメーカー、工務店など多くの事業者が関わるた
め、デジタル化による生産性向上の余地が大きい業務の
一つといえる。同サービスの提供で、見積作成時の業務
負荷軽減、生産性向上を支援する。

■ 今後の展望 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  「JUCORE」は持続可能で魅力的な住宅産業の実現に
貢献するというビジョンのもと、見積業務にとどまらず、
DXにより様々な業界課題を解決するサービスを目指す。
2024年1月には関東圏で従来の慣習にとらわれない

「JUCORE 物流」というサービスを開始。新たな価値
を創造し、住宅及び物流業界の悩み事の解決を目指す。
今後も建設業界の喫緊の課題である生産性向上と経営合

理化を支援するため、デジタル技術を活用したサービス
を推進していく。

～新機能の特長～
❶ プレカット部材の見積作成機能の追加
　プレカット部材を扱う企業は取り扱う品目が膨大で、
１つの作成見積もりの分量は数百行に及ぶ。さらに単位
が「立米」「本」と混在しており、材種ごとの金額算出や
明細の作成など通常の見積作成と比べ作業が煩雑だ。新
機能の追加により材
積・本数のいずれの
単位でも原価・売価
計算できるようにな
り、プレカット部材
用の帳票で出力が可
能になった。

❷ 帳票のバリエーション追加
　作成した見積書は従来の横型帳票に加え縦型も選択可
能。サッシ用・木材用も選択でき、取引先に合わせた書
式で対応できる。一般社団法人日本サッシ協会の見積
書式にも対応し
ており、指定の
フォーマットに
新たに入力し直
さなくても指定
見積書の出力が
可能になった。

❸ 新機能により利便性向上
　自社で扱う取引品目に合わせて商品を登録できる「部
材マスタ」機能を拡充し、迅速なデータ入力をバックアッ
プする。異なる見積もりシステムで作成した見積データ
を「JUCORE 見積」に移管する機能を追加し、情報の
一元管理を可能にした。見積もりデータの蓄積により
キーワード検索が容易になり、情報の共有
化やペーパーレス化、分析ができ、自社の
販売予測を立てるツールとして活用できる。　　

今月は当社関係者に協力を仰いだ号でした。「特集」の災害体験は編集室以外の社
員も参加（私の防災意識は過去最高潮になりましたが、さらに上がることになろう
とはこの時はまだ知らず）。「注目企業」は介護テックということで当社関連会社の
スミリンフィルケアが運営する介護付有料老人ホーム「グランフォレスト学芸大学」
で取材を実施。Helppad2のデモンストレーションを職員に見てもらうと、「すごい!」

「〇〇さんに良いね」といった声が。画期的な商品であることを肌で感じました。(E)

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　神奈川西支店　厚木展示場　

「JUCORE 見積」にプレカット部材対応の新機能を追加
 —— 住友林業株式会社

JUCORE 見積HP

グランフォレスト
学芸大学HP
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